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GRESTI, ITI, HODITI
― 南スラヴ語方言 における3つ の移動動詞について1―
三谷 惠子
0.は じめ に 。
 スラヴ語 には,古 教会スラヴ語(OCS)形 でgrgsti, iti, khoditiと なる, r(徒歩で)行
く,歩 く」という移動 を表す3つ の動詞があった。本稿では南スラヴ語 シト方言(現 代
標準セル ビア ・ボスニア ・クロアチ ア語,以 下SBC)お よびチャ方言2に おけるこの3
つの動詞 の形態論的分布および意味的関係を,共 時態な らびに通時態の諸相から検討す
る。本稿ではこれ らの動詞 を語彙素 として扱 う場合にはGRESTI, ITI, RODITIと 表
記 し,実 際の出現形を扱 う場合には,そ れぞれ当該の言語の慣習 に従った表記 を用いる。
1。 共 時 態 。
1.1. 共 時 的分布 につ いて 。
 古 いス ラヴ語で 「(徒歩 で)行 く,歩 く」とい う移動動 詞 と して用 い られ た3つ の動詞
GRESTI, ITI, HODITIの うち, GRESTIは 現代 の西 ス ラヴ語 お よび東 ス ラヴ語 には
もはや存在 せ ず,一 部 の特別な形 と してそ の痕跡 が残 ってい るのみで あ る(た とえば ロ
シア語 のgrj adushchij「 来 るべき,近 づ いて来 るJはgrj asti〈*gr兮stiの 能動 現在分詞
が 形容詞 化 した もの)。 これ に対 して南 ス ラヴ語 の状況 を見 ると,SBCで はgresti, i6i,
hoditi,ま た現 代標準 ス ロヴェニ ア語(以 下SL)で は(gresti),iti, hoditiと な り,現 在
に受 け継が れて いる。 しか しそれ らの形態統語論 的,ま た 意味機能 的分布 は南 ス ラヴ語
諸方言 にお いて多 少異 なっ て いる 。
 1本稿は科学研究費補助金基盤研究(c)(一 般)「南スラヴ語史の考奈 一14-15世 紀の言語とその文化史
的背景を中心に一 」(課題番号15520251>の 一部をなすものである。
なお 本稿 で 用 いる 略号 は以下 の とお り:
 PRES.現 在 形 PRAEs.単 純過 去形 i―PP.完 了分詞(1一 分詞) INF.不 定 詞 IMPR.命 令形
 AOR.ア オ リス ト IMPF,未 完 了過去 APP.能 動 現在 分詞 nom.主 格 dat.与 格 acc.対 格
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 まずGRESTIは,比 較 言語 学 の知 見 によれ ば,ラ テ ン語 のgradior(to walk, step),
リ トア ニア語gr?yti(to go, travel)な どを同族語 とし,共 通ス ラヴ語 では*greNd一 と鼻
音 が挿 入 され た形 で 「歩 む,行 く」 を表 した とされ る(Vasmer;Skok)が, OCSか ら
始 まるス ラヴの文宇 言語 の記録 の 中で不定詞 の使用例 はな く,比 較言 語 学者Mellletは
群ed一 が もと もと不 定詞語 幹 を持 たな い動 詞で,"不 定"の 意味 を表 し"定"の 意 味 を表 す
id-(ITIの 現 在形)と 補完 的 関係 にあ ってITIの 現 在時制 の範 列 を形 成 した と見て いる
(Meillet 235)30
 GRESTIはSBCで は 日常的 に使用 され る語彙で はな く,も っぱ らITI(1C1)が 「行
く,徒 歩 で行 く,進 む1な どを表す 汎用動詞 として使 用 され る。19世 紀 以降 の記述 を
た どって み る と,シ ト方 言 を基盤 にSBCの 基礎 を築 いたカ ラジ ッチ(Vuk Karadzi?
1?87―1864)は 『セ ル ビア語 辞典 』の第2版(1852;語 彙項 目数4万7千 語)でgrestiを
採用 し,訳 語 と してgehen(ド イ ツ語),ire(ラ テ ン語)を 挙 げて いるが,1818年 の第1版
(語彙 項 目数 は約2万7千 語)で は この語 を採 用 して いない。Broz&Ivekovic(1901)
はgrestiにKaradzicと 同 じgehenの 訳語 を1¥し て いるが,そ こに示 され て いる用例
は諺や ダ ル マチ アの 島か ら採 取 され た表現 で同時代 の シ ト方 言 の 日常的 な使 用例 で は
な い.さ らに同辞 書 は 厂この動詞 で は完 了分 詞(1一分 詞)と 能動分 詞,不 定詞 は使 用 さ
れな い」 と も記 して いる。RSHKJ(1967)もgrestiを見 出 し語 と して掲 載 して い るが
「古 語,詩 での使 用 でiciの 意味jと 語義 を記述 してお り, RSHKNJ(vo1.3)で も 厂ici,
hoditiの 意 」 と して見 出 し語 に挙 げて は いるがそ の用 例 は いずれ も20世 紀 初 頭 まで
の 民謡や詩 か らの もので ある。Maretic(1931)はGRESTIにつ いて,現 在 形gredem,
grede"s,あ るい は語 幹 が短縮 されたgrem, gres,未 完 了過 去gredijahな どが 「南 の方 言
で 」 日常的 に使 用 され て いるが,動 詞 の範列 のす べて の形式 が 実現 され るわ けで はな
いと指 摘 して い る(Maretic 246)。 Mareticの 言 う 喃 の方 言」 にチ ャ方 言 が含 まれる
こ とは確 か だ が,シ ト方 言頷域 の南 部 でMareticの 時代(19世 紀 末か ら20世 紀 前半)
に この語彙 が 日常 的 に用 い られ らて いたか どうか は 目下未 確認 で あ る。 また本 稿 では
記述 の範 囲外 とす るが,シ ト方言 の北西部 に分布す るカイ方言 で もGREST1の 使用 が
認 め られ る(Loncaric 123;カ イ方 言話者 との私信 〉・現 代チ ャ方 言 の状況 につ いては
1.6.で 述 べ る。
 以上の19世 紀以降の辞書,文 法書の記述をまとめると,シ ト方言においては19世
紀 にはすでにGRESTIは 日常的に使用される語ではなく,諺 や慣用句に残 された語彙
3Meilletは またGRESTIが 接頭 辞付加 によ る派生語 を形 成 させ な い点 も指摘 して い る。
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になっていた と推測 される。
 ITIは 語根*i一が 印 欧祖 語*ei「 行 く」(リ トアニ アeiti,ギ リシャ ξ恥,サ ンス ク リッ ト
eti)に 由来 し,や は り主 と して徒歩 で の(定 方 向へ の)移 動 ・進行 を表 す 語で あった と
され る(Skok I:707)。 ITIは 東,西 ス ラヴ諸言 語 にお いて も使用 され,ま た接 頭辞 の付
加 され た多 くの派 生語 を持つ ことか ら,ス ラヴ語の語彙 層 の中心的 な位置 にあ った要素
で あろ うと推測 され るが,SLで は不定 詞itiの 現在時 制 と して本 来 の現 在形id-(idem,
ides)は 使用 されず, GRESTIの 現在 形gre-(grem, gres, gre)が 範列 の代 替 要素 とし
て用 い られ る。
 HODITIの 語根*hod一 については印欧祖語 に遡 る起 源は確定 されな い4が, ITIと 同じ
ようにすべ て のス ラヴ語 にほぼ同 じ形 の語彙 が あ り(チ ェ コchodit,上 ソル ブchodzic,
ポー ラン ドchodzi?ロ シアkhodit',ウ クライナkhodyty;ブ ルガ リアkhodja),現 代
の東 ・西 ス ラヴ語 で は主 と して方 向 を特定 しな い徒歩で の移動 「歩 く,行 き来 す る」の
意 味 を表 す こ とか ら,も ともと 「徒歩 で行 く,歩 む 」 を主 たる意 味 とす る動詞 で あ っ
た と考 え られ る。SBCでi6iの 完 了形(1―分 詞)と して 用 い られ るisao, islaの 語 根部
分*S'一はITIの 完 了 形 あ るいは過去 時制 形 として広 くス ラ ヴ語 に共 通す る形式(SLで
はsel, sla)だ が,こ れ はhoditiの 語根*hod― のゼ ロ階梯*h一 に由来す る。 SBCのisao,
islaに 見 られ る語頭 のi一はiciの 諸 変化形(不 定 詞ici,現 在 語幹id一 な ど)か らの影 響 で
添加 され た もので ある(Skok I.707-708)。
 SBCに は,徒 歩で の移動 を表す動詞 としてさ らにhodataが ある。 この動詞 もRODITI
と同 じ語 根*hod-に 由来す るが,語 幹形 成母音 にiが 現れ るRODITIは 上記 の とお り広
くス ラヴ語 に見 られ,古 い語形で ある ことが推測 され るが,hodatiは 南 ス ラヴ語方言 の
どこかで独 自に形成 された と考 え られる。次 節1.2.に 見 るよ うにSBCでhodatiは 一
定 の頻度 で 用 い られ るが,通 時的 に見 るとその 出現 はそ れ ほ ど古 くはな い。Skokは こ
の動詞 を14世 紀頃か らの語彙 として いるが,そ の根 拠 となってい るのはDanicic(1863-
64:Vol.3:418)が 示 して いる用例:"ne sm黌e slobodno hodati po carevi zeml?r皇
帝 の国の 中 を自由 に通行 して はな らなか った」で あろ うと考 え られ る。 この用 例 の出典
は14-15世 紀 のシ ト方 言文 書5で あ り,お そ らく これ が資料で 検証 され る最 も古 いもの
に属す る と判 断 してSkok(1:675)はSBCにおけ る この形 を14世 紀 以後 とした もの と
考 え られ る。
aVarmerは*sed一を語 根 と し,接 頭辞 付加 され た形 か らhod― が 二次 的 に形成 された とす る。
  5Spomenici sr"bski od 1395 do 1423. To est pisana od Republike  Dubrovacke. Knez M Pucic. 
Beograd: Knjigopecatija knjazestva. 1858.
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 シ ト方言 以外の南ス ラヴ語 に目を向 ける と,5Lで はSSKJにhodatiと い う語彙 は掲 載
されてお らず,ま た現代ス ロヴェニア語コーパス(http://bos.zrc―sazu.si/a-beseda.html),
な らび にス ロヴ ェニ ア語 最古 の文献 で あるBrizinski spomeniki(『 フライ ジ ング断片 』
972～1000年 頃)か ら現 代 までの ス ロヴ ェニア語 テ クス トを集 めた ス ロ ヴェ ニア文 学
コーパ ス(http://www.ijs.si/lit/leposl.html)6のいず れで も, hodatiの 用例 を見つ け
る ことはで きな い。チ ャ方 言で も,16世 紀 以来の伝統 文学 の コー パス(RN, PS, DR),
またCDLを は じめ とす る記 述研 究 を見 て もhodatiの 用 例や この動詞 につ いて の言 及
はない。 ブル ガ リア語,マ ケ ドニア語 にお いて も,少 な くと も現代語 の辞 書記述や コー
パ スの 中には*hoda一 の よ うなa一母音 を持つ語形 は見 られ な い(Popov 1994;Bojanova
&Ilieva 2003:Dimitrovski,1994;Corpus of sp ken Bulgarian)。 以上 を総合す る
と,hodati形 が シ ト方 言 以外 の ど こか の地域 で発生 しか つ シ ト方言 以外 の地 域 では消
失 して シ ト方言 での み残 った とい う可能性 は考 えに くく,お そ らく中世 中頃 に シ ト方言
地 域 の どこか(お そ ら くは西 南部)で 発 生 しこの地域 で局 地 的 に用 い られ てき た もの で
あ ろ うと推 察 され る 。現 在 カイ方 言で もhodatiは 用 い られ る(Lipljin 235)が,隣 接
す るス ロヴェニ ア語や チ ャ方言 にhodatiが あった と思 われ る証 拠 がな い ことか ら考 え
る と,シ ト方言 か らの影 響 という可能性が 強 く考え られ る。 したが ってiciに 競合す る
移動動 詞 としてhoditi, hodatiと い う2つ の形 を共時 的 に持 つ のは基 本 的にSBC(シ ト
方言)だ けの特 徴 と い うこ とになる。
 hodatiは 語 根 の 「歩 み」 という意味 を受 け継ぎ,辞 書 によれば基本 語義 は 「徒歩で 移
動す る こ と」で あ ると され る(RSHKJ 6;HER)。 また これ らの辞書 で はi6iと 同 じよ
うに,物 事 の進 行 につ い て も用 い られ る(た とえばHERで はhoda sve u redu「 す べ
て は うま く運 ん で いる」 とい う例 を挙 げて いる)と 記 され て い るが,筆 者 の知 る限 り,
実 際 には人(あ るい は歩行 動物)を 主語 と した空間的移 動 にお いて もっぱ ら用 い られ て
いる よ うで あ る7。
 以 上か ら,本 来 ス ラヴ語 にあ った3つ の移動動詞GRESTI, ITI, HODITIの 形 態的
関係 をSBC, SLお よび チ ャ方 言 の共 時的分布か らまとめ る と,下 のく表1>の よ うに
な る:
617世 紀 以後 の もの は文 学作 品 で ある。
7最 も 日常 的なhodatiの 使 い方 は 「歩 く」のほか 「(男女が)つ き あ う亅「デ ー トす る」で あ るよ うに思わ
れ る 。
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1.2.定 ・不 定 。
 ITIとRODITIは ス ラヴ語の多 くで,移 動 の方 向性 に関す る 「定」 「不定」 で対 立す
る。定動 詞 と不定動 詞 の対立が体 系的に際立 って い るロシア語 を例 にとる と,定 動詞 と
不定動詞 の対 を形成す る移動様 態動詞 にはidti/khodit'(徒 歩で行 く), ekhat'/ezdit'(乗
り物 で行 く),bezhat'/begat'(走 る),1etet'/letat'(飛 ぶ), plyt'/planat'(泳 ぐ,航 行 す
る),lezti/1azit'(這 って進 む)な どが あ り,ま た他 動 詞で ある使 役移 動様 態 動詞 には
vesti/nosit'(持 ち運 ぶ), V8St1/vodu'(導 く), vezt,/vozit,(乗 り物 で運ぶ)な どがあ る。
いず れ も対 の前 者 が定 方向 への移動 を表 し,後 者 は方 向 を特定 しない移動(歩 き回 る,
飛 び回 る,走 り回 る,あ る いは行 き来す る,運 行 す る,な ど)を 表 す。一 見 して明 らか
なよ うにidti/khodit'以 外 はいず れ も同語 根か ら形成 されて お り,状 態や 反復 な どの
動 作様相 的意 味 を語 幹母 音 の違 い(-e-ti,-i―ti)で 表 して いた共 通ス ラヴ語時代 の特 徴 を
反映 して い ると考 え られ る(Meillet 229.231;Ivsi?48)。
 一方,現 代 の南 ス ラヴ語 の状況 を見 る と,SLで はiti/hoditiを は じめbeziti/begati,
nesti/nosinな ど,ロ シ ア語 と同 じよ うに定 動詞/不 定 動詞 の 関係 を保 つ移 動 動詞 の組
が ある(Toporisic 351;Vincenot 225)が,以 下 に詳述 す るSBCと 同 じ く,ロ シア語
の1蝕hat'/ezdit' 該 当す る語彙 はな く,乗 車で の移動 を明示 した い場 合 にはpeljati,
vozitiな どの 「運転 す る」 という意味の語彙 を用 いて い る。 SBCで は,他 のス ラヴ語
に見 られ る よ うな移 動動 詞 の定/不 定 の体 系的な対立 は根 本的 に崩れ て いる。 ロ シア語
のidtiに 対応 す るの はic墲ﾅ あるが, khod咜'に 対応す べ き動詞hodit玉 は ロシア語 と同
じよ うな意 味でi鴈と 対 立す る動 詞 としては用 い られな い。 先 に述 べ たhodatiも 定動
詞/不 定動 詞 の ペ ア をな して1C1と 体 系的な関係 をなす動 詞 で はない。 ま た ロシア語 の
ekhat'に 対応 す る語 は,こ の動詞が もともと表 して いた 「騎 馬 で進 む,馬 に乗る」 と
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い う意味 のjahanと い う語 彙で残 って い るが,文 字通 り 「馬 に乗 る」 と いう意味 で し
か用 い られ な い。列 車 や 自動 車な どの乗 り物 を使用 す る移 動 に特 に用 い られ る移 動様
態動詞 は な く,車 で移 動 す る ことを明示 したい場合 にはvoziti(se)「 運転 して行 く,乗
り物 に乗 る」 とい う動 詞 が用 い られ る。またnesti, vesti形 の定動 詞や, begab, letati
形 の不定動 詞 は現代 語 に はな く8,こ れ らの動調は接 頭辞 が 付 いた形 での み用 い られ る
(*ves七i-odvesti,*letati-sletatiな ど)。
 SBCでiciとhoditiが 定動詞と不定動詞という移動の定方向性 に関する対立におい
て相互に価値づけられ るものではないことについて,Iv"sicは 「もしこの区別が保たれ
ていたな ら今 日brat ide u"skohi(弟 は学校に行っている)と 言 うところはbrat hodi u
skoin(弟 は学校に通っている)と 言わなければならなか っただろう」(lv説348)と 記述
している。事実,こ の短 い記述 に示峻されるように,1C4は いかなる制約もな しに不定
方向への移動あるいは往復移動を表す ことができる。 このことについては1.5,で 詳 し
く検討するが,そ れ に先立って,こ れ らの勤詞を標準語の語彙総体(lex?on)の 中の使
用頻度 という点か ら特徴づけておきたい。
 す で に明 らか に した よ うに,現 在のSBCに はici, hodit? hoelatiと いう3つ の 厂(歩
いて)移 動す るJこ とを表す 動詞が ある。 しか しこれ らの語 は同程 度 の頻 度で用 い られ
るわ けで はな い。現代 ク ロアチア語 の頻度辞 典HCR9でici, hoditi,な らび にhoelati
の使用 頻 度 を見 る と これ らの動 詞は どれ もジ ャンル の異 なる5つ の コーパ ス のすべ て
で使用 され て いる が,使 用頻 度 には以下 の〈表2>の よ うな差 が見 られ る:












 ちなみ に同じ頻度辞典でgrestiは 戯曲と散文に1例 ずつ計2例(568/569位)が 掲載
され て いる。
 次 に現代 セル ビア語 の サ ンプル と してASPIoを 調 べ る と, hoditiの 使用 は7例(命
令形4x,現 在 形1x,1一 分 詞2x)の み, hodatiも 全体 で19例(現 在形15x,1分 詞3x,能
動 分詞1x)で あ った。 一方1C1は 現在 形だけで132例 が認 め られた・ また現代 ボス ニ ア
Snestiはkokos nese jafe「 雌鳥 が卵 を抱 く」の ような定 型句 で の み用 い られ る。
91970年 代 前 半 まで の戯 曲,新 聞 記事,散 文,韻 文(詩),教 科 書 の5種 類 の異 な る コーパス 各20万 語
か ら採 集 した100万 語 の頻 度 を ま とめた もの。
 101852年 か ら1998年 まで の間 に発表 され た35人 の作家 の計46の 短編 を集 めた もの,全 約800ペ ー ジ。
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語の傾向については,サ ラエヴォの週刊誌Daniの ウェブサ イ ト11か ら検索 を試みた。
その結果hoditiの1ー 分詞男性単数形hodioを 検索す ると20件 が得 られたのに対 して,




ici >  hodati  >  hoditi
 とい う序列 が成 り立 つ ことが示唆 され る。iciとhoditiの 使用頻度 差 は, HCRの デー
タ を単 純 に計 算 して1対0,047,ASPで はiciの 現在 形 とhoditiの 全変 化形 とい う不
均衡 な比較 で も1対0.053,Daniのサ イ トの場合 もお よそ1射0.07と,い ず れ も使
用頻度 にかな りの差 が あ る ことを予 測 させる もの とな って い る。
 SLで は,日=刊 紙DELOの サイ ト12か ら検 索 した 結果, itiの1一 分詞 過去形'selは ユ69
例,一 方 同 じ検索 条件 でhoditiの1一 分詞過去形hodilは43件 と, SBCと 同 じよ うにiti
に比べhoditiの 使 用 頻度 が低 い ことが示 唆 される。 しか しそ の比率 は1:0.25で あ り,
この検索 の範 囲で はSBCほ どの差 はな い。 ちなみ にITIとHODITIの意味 的対 立が
体 系的 に確立 され て いる ロ シア語 の場合 を見 る と,Zasorina(1977)の デー タでidtiが
1818に 対 してkhoditiが415(比 率は1:0.23)9ま たL?ngren(1993)の デー タ(絶 対数
データ)でiditが1140に 対 してkhoditiが297(1:0。26)と な り,DELOか ら検 索 した
ltlとhoditiの 比率 と比較 的 近い値 を示す。 HODITIはITIと空間 的移 動 の方 向性 の
有 無で対 立す るが,ITIは 空 間的移動 以外 にも事 象の進 行や 主語 の状態変 化な どよ り広
い文脈 で用 いる こ とので きる動詞で ある。 したがってITIがHODITIよ り広 い意味領
域 を表す ことを前提 として,仮 にその意味負担 の差 が ロシ ア語 やス ロヴェニ ア語 の よ う
にお およそ1対0.25す なわ ち4対1ほ どで ある と仮 定 す る と,SBCの 比率 はITIと
の比較 にお いてRODITIの 意味負担量 がかな り低 い こ とを示 してい る ことになる。逆
に言 え ば,SBCで はHODITIが 表す べき意味 を?i, hodat?｠ る いは他 の語彙 が肩代
わ りして い る とい うこ とに なる。
1.3. 事 象 タイプ 。





1.3.1. まず 「定方向の移動」と 「不定方向の移動」について,以 下のようにイ ンフォー
マルに定めてお く:「定方向の移動」とは,移 動者(Mover)が 起点(S[ource])か ら出て,
一定の空間すなわち経路(P[ath])を 経て着点(G[oal])に 至る,あ るいはそれをめざす





話状況あるいは与え られた文脈の解釈に依存 して決定されることがあ りうる。
 往復移動の場合,な らびに定方向性の移動 と不定方向性の移動の複合事象 の場合に
ついては後続する1.3.2で 述べる。
1.3.2.動 詞 の事 象 タイ プ の研究 で はVendlerの4分 類(Venlder 1967)以 後,事 象 の
終結性 の有無 とい った 特徴 に鑑 みて動 詞 ある いは動 詞 句 をタイ プ分 けす る試 み が さ ま
ざまな形 でな され て きた 。そ の中でBach(1986)の 動詞述 語 の分類 は,定 方 向 の移 動
と不 定方 向 の移 動 の違 い を事象 タイ プの違 い として取 り込 もう とす る本考察 には有 効
で あ る と思わ れ る13。Bachは 動 詞 句 の表す事 象 を まず く状 態STATE>と く 非状 態
non-STATE>に 分割 し,〈 状態〉 を さらにく動態的dynamic>と く静 態的static>
に下位 区分す る。 またく非状 態〉 は〈過程PROCESS>と く 出来事EVENT>に,さ
らに〈出 来事〉 は く伸展 的(protracted)〉 と〈瞬間 的(momentaneous)〉 に分割 され
る。〈瞬 間 的 出来事 〉 はく極 限(culmination)〉 と〈偶 発(happening)〉 に分 け られ
る。 この タ ク ソ ノミ ーで は,Vendlerの く活 動〉 は,〈 動態 的 状態 〉 とく 過程 〉 の二
っの ク ラスに分割 され,ま たVendlerの く到 達achievement>は,それ 自身が さ らに
〈極 限〉 と〈 偶発 〉 に下位 区分 され るく 瞬間的 出来 事〉 に対 応 し,Vendlerの く達 成
accomplischment>は く伸展 的出来事(protracted Event)〉 に該 当す る。 Backの く
静態的状 態〉 とく 動態 的状態〉 の区別 はお おむね,個 体 レベル と段階 レベル におけ る属
性の違 い に比せ られ,「 所有す る(own)」 「似 てい る(resemble)」 「好 く(love)1な どの






standing「 立 って い る」 な どの語形 で表 され る事象 は,個 体 のあ る一時 的な状態,「 メ
レオ ロジー的 に言 え ば個 体 の時間的 に限 られた真部 分14」 を表 す とされ る。Vendlerで
〈活動 〉 に含 まれ るwalk, push a cart, sleepな どの事 象 は〈非 状態 〉の下位 区分 に含
まれ く過程 〉 と特 徴 づけ られ る。
Bach(1986)の 事象タイプ分類(下 はVendietの 対応)
? non-STATE
S-STATE D・STATE PROCESS EVENT
protracted momentaneous
culminationhappening
STATE ACTIVITY ACCOMPLISHMENT ACHIEVEMENT
 この区分を本稿の考察課題である移動事象にあてはめると,不 定方向への移動はく動
態的状態〉に,定 方向への移動 は〈過程〉あるいはく出来事〉に含 まれ ることになる。
以下にこの関係 を説明する。
 動詞句が表す事象と,そ こに含まれる名詞句の関係についてく準同型homomorphism
>の 写像という概念を導入することに成功したKrifka(1986)を 援用すれば,移 動事象
では,事 象の推移 と,移 動によって到達される空間の推移 の間に準同型の関係が生じる
ことになる。準同型 の関係 とは 「定義域において定義される何らかの構造的関係が,値
域において定められる類似Lた 関係に保存されるものJで あ りDowtyに よれば,終 結
性のある(telic)述 語であればその 「保存される関係1は 「部分の」関係である。すな
わち 「もしxがyの 部分であるな ら,そ してもし終結性の述語がy(=Theme) を事
象eに 写像するな ら,そ の述語 はxを 事象eの 部分であるe'に 写像 しなければならな
 141n mereological terms we can identify the manifestation of an individual with some temporally
limited proper part of the individual.(Dowty 1991:567)mereology(メレ オ ロ ジ ー)と は 部 分 と 全 体,
あ る い は全 体 にお け る 部 分 間 の 関 係 に 関 す る 論 理 学 的 理 論 。 発 生 は古 代 ギ リ シ ャ に遡 る が,ブ レ ン タ ノ,フ ッ
サ ー ル を 経 て ポ ー ラ ン ドの レ シ ニ ェ フ ス キ ー のFoundations of a General Theory of Manifolds(1916,
in Polish)に よ っ て 現 代 論 理 学 の 中 に 確 立 さ れ た 。
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 〈増加的主題(lncremental Theme,以 下IT)〉 とは, Krifkaを 取 り込んだDowty
の用語で,「 事象の"部 分"で ある下位事象 の識別可能な個別の段階にお いて,特 定 の
状態変化 を被ることが必須であるような項 」(Dowty 568)を 意図す る。この考え方 を
援用 し,ま ずITを 起点(S)か ら経路(P)を 経て着点(G)に 至 る移動の空間全体 とし
よう。ITの 推移 は移動事象の推移 に写像 されるので,移 動事象 とその各部 分は次の
ように定 められる:ITの 部分である経路(P)は,移 動者が起点か ら離れてある方 向
に向かって移動 している段階に写像される。この段階はBachに 基づ く事象タイプの
下位区分ではく過程PR[o]C[ess]〉 の局面 に対応す る。またIT全 体,す なわち着点
(G)に まで及ぶ移動空間は,移 動者が移動の終結点 にまで至る事象に写像 され,<達 成
AGC[omplishment](Dowtyの 厂伸展的出来事」だが,本 稿以下では便宜上Vendlerの
用語 を用 いる)〉 事象 となる。ITの 開始点すなわち移動の起点(S)は,移 動者が静止
状態か ら移動に移行する始動INGRの 局面に写像され,事 象タイプでは(静 止状態)か
ら(移 動)と いう〈極限的出来事〉となる。本稿では記述 の便宜上Bachの 用語を一部
変更 して用いるので,混 乱をさけるために今一度これ らの関係 をまとめると次の〈表3
>の ようになる:
 i5"A homomorphism is a function, from its domain to its range, which preserves some struc-
tural relation defined on its domain in a similar relation defined on its range. In the case of telit
predicates, this relation which is preserved is the"part-ofl'relation:if詈s part? y, then if a
telic predicate maps y(as Theme)onto event e,it must map誂nto an event e'which is part of
e"(Dowty 567)
64 三谷 惠子

















 定方向への移動は,当 該の発話状況の中で上記のどの局面が取 り出されるか,つ まり
どの部分が焦点化されるか によって,INGiR, PRC, ACCの いずれかの事象タイプと
して表出されるが,い ずれにしても着点の存在 を含意する終結性の事象の部分である。
言語表現 の側か らとらえれ ば,ITの 部分の明示はその移動が定方向性 をもつものとし
て概念化されていることの標識 となる。
 これに対 し,不 定方向の移動には起点や着 点というITの 構成要素 は含 まれない。と
いうのも,本 稿ではそ もそも不定方向の移動 を,「*彼 は家か ら公園まで歩き回った」と
か 「*太平洋上を横浜か らサンフランシスコまでさまよった」 というような ことが概念
化できない事象として定義したか らである。不定方向の移動でも,時 間の推移 とともに
移動者の物理的移動量 もしくは運動量は増加するが,こ の場合の 「増加」は定方向の移
動におけるITの 増加 とは本質的 に異なるもので,不 定方向の移動事象の下位部分はど
こをとって も(観 察 され る時間内において)均 質であ り,そ の意味で状態的である(cf.
Filip 43)。 従って これはBachの く動態的状 態(D―STATE)〉 に該当する。
 上記 の特徴づけに従 えば,日 本語 の 「さまよう」という動詞 は不定方向の移動を表
すということができる。したがって,か りに 『さまよって(さ まよいなが ら)目 的地に
到達 した」 というような表現が可能であるとしてもそれは,不 定方向の移動(「 さまよ
うS)事 象が,よ り上位の方向性のある移動事象の申に埋 め込まれた結果か,あ るいは
「さまよう」 という,通 常は不定方向の移動を表す語彙が特別に定方向の移動を含意 し
て用 いられているかのどちらかであると考え られる。
 移動 の方向性の有無 をITの 有無 との写像 的関係として理解すると,「通う」「たびた
び行く亅のような,着 点 を含む移動の反復にっいては,移 動事象がタイプとして把握さ
れるか,ト ークンの連続 として把握されるか によって定方向にも不定方向にもな りうる
という形で とらえることができるだろう。つま り反復 される事象の中の一回一方向の
移動 をタイプとして取 り上げ,ITを 持つ移動 として表出すれば定方向への移動 となる
し,個 々の移動を トークンとしてとらえ,事 象全体をその トークンの連続 として把握す
るのであれば非終結性の動態的状態 となる。後者の場合,一 回の移動の着点は トーク
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ンの 中 に含 まれ,よ り上位 の状 態事 象 の 中に埋 め込 まれ て し まうので,事 象 全体 にお
いてはITの 標識 と して 機能 しな くなる。 た とえば定方 向性 の移 動 と不定方 向性 の移動
がITI(GRESTI)とHODITIで区別 され るSLで は"Iva je sla z enemo v`solo"「 イ
ヴ ァは大 喜びで 学校 へ行 ったJと"lva je z mnoj hodila v"solo"「 イ ヴ ァは私 と一緒 に
学校 へ 通 ったJの よ うに,「 学校 に通 う」 という反復 移動 をITI, RODITIど ち らの動
詞 で も表 現で きるが,定 動 詞ITIが 使用 される場合 には 「学校Jと い う着 点 を持 つ一 回
の移 動 が タイプ と して 表 出され定 方向 の移 動 になるの に対 して,不 定動p7 HﾟDITIが
使 用 される場 合 には,ト ー クンの連続 と して のr学 校 に通 って い る」 とい う状 態が表 出
され る と解 釈で き る。
 移動 の定方向性をITの 写像 として とらえるという立場か ら再度,移 動事象の特徴を
まとめると次のようになる:定方向性の移動は+IT({S}{P}{G})16に よって特微づけら
れ,不 定方向の移動は一ITと いう特徴 を持つ ことになる。言語表現上,た とえば 「私た
ちは彼の後を歩いた」のように,方 向性について情報を与えず,よ り大きな文脈に参照
しなければITの ある移動かそうでないかわからない場合がある。 こうした場合につい
ては(本 稿の議論では用いないが)αITと いう暫定的な表記が可能であろ う。 aは 前後
の文脈あるいは語用論的解釈 によってプラスまたはマイナスの値 をとりうる代替記号
である。ITが ない不定方向の移動ではP(ath)で はなく,移 動の行為が生 じる〈場所
L(oc)〉 が移動空聞の要素として組み込まれることがあ りうる。










ide(1C1「 行 く 」PRES.3SG.)
ide odavdje(S)こ こか ら出て行 く
ide krot sumu(P)森 を通 って行 く
ide prema trgu(G)広 場へ 向か う
ide na planroe(G)山 に行 く
ide do grada(G)町 まで 行 く
ide ulicama(L)通 りを さまよ う
ide s njimaか れ ら と一緒 に行 く
1.4. 移動 者 と様態 。
1―4.1.移 動事 象 にお いては,何 が移動 の主体 にな るか も重 要な 要素 にな りうる。移動
 16{}はs,P, Gそ れぞれのゼロ回または1回 の明示的表現が含まれることを意味する。
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の主体すなわち移動者(Mover)に 注目すると,空 間的移動の意味でiciの 主語になれる
のは人のほか動物,ま た乗 り物などである:
Po zapovijedi svog vodica, pas tragac ide po najnepristupacnijim terenima
                   (Slobodna Dalmacija,?.05.2000)
主人 の命令 に したが って 捜 索犬 は最 も人が近 づ きに くい現場 を行 く。
Previse vozaca zaboravlja da ponekad vlakovi idu i vi`se od 100 km/h
                   (Uecernji dist,04.04.2005)
列 車が 時 に時速100キ ロを越 えて走 行す る ことを忘れ て いる運転 手 が多す ぎる。
Brod je isao od mesta Manau do prestonice drzave Belem
                    (Dnevnik online,20.12.2002}
船は マナウの町か ら首都のべ レムまで航行中だった。
 1C1は また,物 事 の進行あるいは主語の状況の変化など,空 間的移動よ り拡張 された
意味で用いられ る。この場合主語は人でも事物で もあ りうる:
Iako su im poslovi slabo i`sli, radovali su se budecem clanu nase porodice.
                  (Savic, Ujak nase varosi}
かれ らの 仕事 は 細 々 としか進 まなか った が,そ れ で も私 たち の家族 の未来 の一員
の こと を喜 んで いた 。
Univerzitetsko skolovanje u Albaniji ide prema promjenama.
                (South Slavic Homepage,06.04.2005)
アル バ ニア の 大 学教育,改 革 に向 か う。
INA i HEP idu u privatne ruke    (Slobodna Dalmacija,16,05.2000)
INAとHEP,民 間の 手に移行 。
 このようにiciは 主語 に活動体名詞,事 物,現 象のいずれをとることもでき,活 動体
や事物の場合には空間的移動あるいは主語の状態や状況の変化 を表すことができる。
 hoditi, hodatiの 場 合 に は,主 語 は基 本的 に人 であ るが, pas hoda po sotii「 犬が
部屋 の 中を歩 き回 る」,na cedri noge hodi「 四つ足で 歩 く」 のよ う に歩行 動物 の移動
につ いて も用 いる こ とが で きる。 また1C1と 同 じよ うに物 事 につ いて 『進行 す る」 「続
く」 の用 法が ある と され る(HER 445;RSHKJ vo1.6,739)が,こ の意味 で の使 用 に出
会 うことは実 際 には あま りない。




1.4.2. 「移動の様態」という場合,移 動に随伴する移動者 の行為や姿勢(た とえば 「転
がる∬ 飛び跳ね る」厂這 う」など)を 指す ことがしば しばあるが,こ こで 「様態」 とし
て関与的 とみなす のは移動の方法(徒 歩,乗 車,飛 行な ど)と 媒体(車,飛 行機,船 な
ど),速 度である。
 まずhoditi, hodatiは,人 に関して使えば徒歩での移動 を含意する動詞である。した
がつてこれ らの動詞が表す様態は 「歩 く」であり,そ の他 の移動媒体 との共起(*hodi
avionom飛 行機で歩 く,*hoda autom車 で歩く)は ない。これに対 してiciで は移動
の様態は語彙意味 として特定されない。そこでまず,単 に移動の有無そのものを問題 と
する場合に用いることができる:
Karla del Ponte ne冝e na kornemorac勀u u Srebren兤u.
                   (Radio Crna Gora,06.07.2005)
カルラ ・デル ・ポンテはスレブレニッツァの追悼記念式典に 赴かない。
 ハー グ国際法廷の主任検察官であるデル ・ポンテ氏がボスニアのス レブ レニッ ァに
赴 くとしたら,当 然飛行機か車か何 らかの乗り物を使うだろう。しかしここでの問題 は
移動の有無 ということであり,こ のような状況でITIが 使用されることは,移 動手段が
関与的ではない移動についてこの動詞が用 いられる ことを示 しているといえるだろう。
 このように,動 詞それ 自体が移動の様態を特定しないために,移 動手段を表す名詞と
共起し,移 動の様態 を句 レベルで表示することができる。移動手段は陸上,水 上,空 中
のどのようなもので もよい:
Dogovorili smo se da idemo avionom UNPROFOR-a.  (Dani,31.01.1995)
私 たち はUNPROFORの 飛行機 で行 く ことで話 をつ けた。
Ako putujes avionom, kopis avionsku kamu;ako ides vozom, odes na zeljeznicku.
stan?u                           (Website)
もし飛行 機で 行 くな ら航 空券 を買 うさ。列車で行 く な ら駅へ 行 くんだな。
Ucenici od l. do 4. razreda isli su autobusom, a"velik?biciklima.(Website)
1年 生 か ら4年 生 までの生 徒は バスで,「 大 きい」子 たちは 自転 車で 行 った。
 i乗車で の移動 を語彙 で区 別す るロシア語 では,idti/khodit'(徒 歩)とehat'/ezdit'(車
や列車)が 使 い分 け られ るが,ehat'/ezdit'に 該当す る動詞 がな いsBcで は1C1が 手段
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を問わず移動 を表す無標の動詞 として用いられる。車両(自 動車,列 車など)で の移動
の意味を動詞の語彙 として表すためにはロシア語のvesti/VOZIt'と 同族語であるvoziti
を用いる(人 が乗 り物で移動する場合には再帰形で用 いられる):
Vozili smo se kroz zelene sume.          (Website)
私 たち は緑 の森 を車 で通 り抜 けて行 った。
 移動の様態の うち,速 度の特徴もici単 独では表現 されない。ただし歩行移動である
場合 には,慣 習的に 「歩 く」(走 るではなく)と いう意味を表す。 これは
Vise trci nego sto ide.        (Bozovic, Ratne ljubavi)
歩 い て,と い う よ り は 走 っ て 来 る 。
のように 「走る」 とい う動詞 との対比で用いられるときに開確 になる。
1.5. 移動 事象 の諸 局面 。
 この 節で は1s.で 定 め た事 象タ イプ の区分 に従 いなが ら, ITI, HODITI, HODATI
の表 す移 動 の諸 局 面 を記述 する。
1.5.1.過 程(PRC)
ま ず,ITの い か な る 部 分 も 明 示 さ れ な い 例 を 見 よ う:
 je bilo nemogu馥 zam﨎liti da veko ide na jednoj nozi.
                  (Selimovic, Dervtis i smrt}
誰かが片足で 歩いて行 く などと想像することはできなかった。
 ここでは移動の様態を表す前置詞句(na jednoj nozi片 足で)に よって移動行為その
ものが焦点化 されているのみである。iciは単独では定方向/不 定方向のどちらかの意味
を表す語彙ではないので,所 与の文だけでは移動の方向性 についての情報は与え られな
い。 しか しここで文脈 を参照すると,近 づいて来る足音 について語 られる場面であるこ
とがわか り,〈 過程〉すなわち定方向性の移動が意図されていると理解できる。
経 路 が 示 さ れ る と,〈 過 程 〉 で あ る こ と が 明 ら か に な る:
 Nigdje nema nikog, sarro on jedan jedini ide preko biskupskog trga.
              (Krleza, Povratak Filipa Latinovic)
どこに も誰 もお らず,た だ彼一 人が 主教 区広 場 を横 切 って歩 いて いた 。
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Hajka je minusa, neka ide svojim putem.   (Selimovic, Dervis i sturt)
騒 ぎ は 静 ま っ た 。 あ の 男 は 自 分 の 道 を 行 け ば よ か ろ う 。
 上の2例 のように,経 路はpreko十G(横 切って),kroz十A(通 って),あ るいはpo十L(沿
って)な どの前置詞句 によって示 される。また過程の下位タイプとして着点へ向けた移
動を表すことができる。これはprema+D(～ にむけて)と いった向格的(allative)前 置
詞句や与格名詞句で表 され,定 方向性の意味を明確にす る:
idem prema zgradi Filozofskog fakulteta         (born i svijet, br.400)
哲 学 部 の 建 物 の 方 へ 歩 い て 行 く と
jer je sa testerom isao prema svojoj srus"enoj kuri i posjecenom sljiviku
                (Velickovic,Sljiva, ili Kako napisati prie)
というのも彼 はチェー ンソー を担 いだ まま 自分 の崩 れた 家 と切 られた プ ラム の木 の
方へ と行 って しまっ た か らだ った。
1.5―2. 始動(INGR)
1C1は 始 動 の局面 に焦点 を あて る ことがで きる:
 Ja ne蘰lim da idem iz ove zemije.
 僕 は この国か ら 出て 行 き た くな い。
 ここで は起点(iz ove zemljeこ の国か ら)の 表 示が始 動の 意味 を際立 たせ て いる。 こ
うした始動 の意味 のIC1は 接 頭辞 付加 され たotiti(od+ITI出 て行 く,出 か ける)あ る い
はizad(iz+1C1)に よ って置 き換 える ことが可 能で ある:
  Ja ne zelim da odeur iz ove zemlja.
 起点の表示がな くとも,1,2人 称現在形および命令形はそれだけで始動の意味を表
す ことができる。
‐Treba da ides‐rekao sam sapatom.
「君 は 行か ね ば」私 は囁き 声で言 った。    (Selimovic,1)erv﨎﨎mrt)
Zbogom, Bibi!Ja idem!       (Krleza, Povratak Filipa Latinovica)
そ れ じ ゃ,ビ ー ビ ー,行 く よ 。
!.5―3― 達 成(ACC)
 本稿の定義では達成は,着 点への到達が概念化された移動である。 したがって着点の
表示は,実 際にそれが実現されるか どうかにかかわ らず達成の局面 を表す ことになる:
70 三谷 惠子
morate"pestre"da idete do sledete stanice.(llnstrovana Po i ka, br.2416)
次 の ス テ ー シ ョ ン ま で 「徒 歩 で 」 行 か な け れ ば な り ま せ ん 。
過去時制では達成の意味 は明瞭である:
Isao sam jutros u polje, peo se uz﨎cvjetalo brdo[...]
                     (Selimovi? Dervis i smrt)
今 朝 私 は 野 に 出 て,花 の 咲 き 乱 れ た 丘 陵 を 上 り[・ ―・]
Kasnije sam isao do Bascarsije da pojedem馥vape i pite.
                         (Ddn?23.03.2001)
もっと後 になって バシチャル シアまで行ったよ,チ ェヴァプとピタを食べに。
着点を持つ反復移動 もiciに よって表される:
Kak cesto idete u biblioteku?
ど れ く ら い の 頻 度 で あ な た は 図 書 館 に 行 き ま す か?
N?am v?e ni redovno?ao u crkvu.
私 は も う,教 会 へ も 通 わ な く な っ た 。
 すでに再三述 べたよ うにSBCの1C1は 方向性について制約を持たない動詞である。
したがって この動詞によって表される反復移動が定方向の移動か,あ るいは不定方向の
移動すなわち動態的状態かという問題 はそもそも意味 をなさないとも考えられる。し
か しSBCに は 「通う」 という反復状態を表す動詞pohadati17と いう動詞がある。語
彙は互いの示差的関係によって体系的に価値をもつ という解釈 に基づけば,pohacﾌati
を用いないという理 由において反復移動のiciを 定方向性移動の意味と解釈す ることが
可能であろ う。
1.5.4.不 定方 向 の移 動(-IT)。
 1.5.1～3.で,定 方 向性 の移動 の異なる局面 を表すiciの 用 例 を見 た。 しか しiciに よ っ
て不定方 向 の移 動 を表す こ とも可能 であ る:
Kao malu su je terak da ide po gradu i prosi.
幼 い 彼 女 は 町 中 を 歩 い て 物 乞 い を す る よ う に 強 い ら れ た 。
Dok smo mi u srednjoj skoli isli autostopom obolo
(Webs咜e)
( arez,29.03.2001)
17や は り語 根*hod―か らの 派生 動 詞で接 頭辞po一 を付 加 しさ らに不完 了体接 尾辞 を付 加 して 形成 された。
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僕 らが高校時代 ヒッチハイクで あちこちに行っていた 頃
ここでのpo granuやokoloは 移動 経路 ではな く場所(L)を 表す 名詞 句で ある。
1.5.5.  hodati, hoditi
 hodati, hoditiは 「徒歩Jで の移動であることを語彙意味 として含む。移動の方向は
定でも不定で もあ りうる。次の例ではいずれも移動の場所(L)を 表す名詞句が ともに
用いられている:
On vee citavo poslijepodne hoda ulicama(L)kao hijena!(Krleza, Vjetrovi)
彼 は す で に 午 後 中 ず っ と,通 り か ら 通 り へ と ハ イ エ ナ の よ う に 歩 い て い た の だ!
Oholo su zemljom(L)hadili i ruzne spletke pleb. (Selimovi? Dervis i surrt)
か れ ら は 高 慢 に 国 中 を 歩 き,お ぞ ま し い 陰 謀 を 企 ん で き た 。
kad je dobri Richard Holbrooke posljednjiput Srbijom(L)hodio(Dani,01.26.2001}
リ チ ャ ー ド ・ホ ル ブ ロ ク 氏 が 最 後 に セ ル ビ ア 各 地 を 回 っ て 歩 い た と き
 最後 の例で は,ホ ルブロク氏が文字通 りセルビア中を徒歩で回ったわけではないだ
ろうが,実 際に自ら足を運んで各地を視察 した様子をhoditiと いう動詞を7Lい て表 し
ていると考え られる。
一方,次 の例では着点の表示 を伴 う定方向の移動が表される:
Hodao je u smjeru prvog odvojka(G)kuda je utrcao Jakov
                      (Baribier, Trojanski konj)
彼 はヤ コ ヴが駆 け込 んだ 最 初の分岐路 の方へ と歩 いた。
Dva Makedonca su 13 dana hodali do Beograda(G}da bi odali pocast Titu.
                    (Nezavisne nomne,05.05.2005)
二 人 の マ ケ ドニ ア 人 はテ ィ トー に敬 意 を捧 げ るた め,ベ オ グラー ドま で13日 間
歩 いた 。
1.5.6.以 上か らici, hoditi/hoc?t?ﾉ 関しては次のようにまとめ られる:iciは 移動 を,
始動,活 動,達 成の各局面において表す ことができる。その意味で1C1は 定方向の移動
を表す といえるが,し か しその意味は語彙に含意 されるわけではな く,移 動の各局面
に対応するITの 部分の表示や,所 与の文脈などによって与 えられるものである。 した
がつて不定方向の移動を表す状況についても,特 別な制約な しに用 いられる。hoditi,
hodatiも また定方 向,不 定方向の移動 を表すことが可能だが,か な らず徒歩で の移動
72 三谷 惠子
の意味 を表す。 したがって徒歩での移動の場合にiciとhoditi, hodatiは 競合するこ
とになり,こ こにお いてhoditi, hodatiはr歩 く」という様態動詞としてiciと 示差的
な関係になる。言 いかたを変えれば,ici, hoditi/hodatiが どちらも使用可能な状況で
hod?i/hodat?ｪ 選択されるならそれはr歩 いて(移 動する)」 という様態の表出が優先
されているということであ り,こ のとき方向性に関する情報は非関与的あるいは余剽な
ものとな る。徒歩でかつ不定方向の移動の場合にこの意味は最 も明瞭 にな り,も ともと
「歩き回るJと いう意味を持つhodatiが,汎 用である1C1に 優先して使用 される(hoda
po ku6i家 中を歩 き回る/(?)ide po kuciia)。 一方,同 じく歩行移動の状況で1C1が 用
い られれば,様 態(徒 歩かそれ以外が)は 非関与的であり,移 動事 象そのものあるいは
移動の方向がよ り関与的であるという標識となる。つまり,こ れ らの動詞の意味的競合
関係は〈表5>の ようにま とめられることにな る:









1.6. チ ャ方言 にお け るGRESTI, ITI, HODITI
 前述 したように,SBCで はGRESTIは 排除され, RODITIに 対 しhodatiと い う,同 語
根か ら派 生 した動詞 が競合 する状況が生 じて いる。一方,現 代の チャ方言で はGRESTI
は 日常 的 に使 用 されて お りhodatiは 用 い られ ない.つ ま りOCS以 来 のGRESTI, ITI,
RODITIの3つ の動詞 の競合 とい う体 系が少な くとも語彙項 目的 には成 立 してい る こ
とになる。 この節で は,チ ャ方言 の状況 につ いて,こ れ まで の記述 研 究の明 らか にして
いる ところ と,現 在 のチ ャ方言で書 かれ たテ クス トの用 例か ら明 らか に して行 く。
1.6.1. CDLは ダル マ チ ア北部 のBrac, Hvar, Visの3つ の 島の方 言調 査 をま とめた
辞 書で あ る。 この3つ の 島 は17世 紀 に内陸部 か らシ ト方 言 話者 が 一部 の地 域 に移 り
住 んだ ほか は16世 紀 以来 人 口の大 きな移 動 もな く,古 い チ ャ方言 が そ のま ま現代 ま
で保持 されて きた地 域 とされ る。 この辞書で はgrestiの 現在 形(gren, gres`, gredu19)
は 「hoditiの 現在 形 」 と記述 され, hoditiの 項 目で は完 了1一 分 詞 に?a,?laとhodi,
18た だ しICI po kuriと 言 え な い訳 で はない:Majka je uvecer teskom i`sla po kuri[Most
,128-129ユ,19辞 書 に記 されて いる アク セ ン ト記 号は省 略。 なお,一 人称 単数 形 がgren[gr司 の よ うに両唇 性 のな い鼻
音でおわる形になるのはチャ方言の特徴である。
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hodil形 の2通 りが 記載 されて いる。 また命令 形はhol, hom/holmo, hote/holteで あ
る。ITIに 該 当す る語彙(不 定詞, id一形 の現在 時制な ど)は 掲 載 されて いない。 つ ま りこ
の辞書 が採 用 した 地域 のチ ャ方言 で は3つ の動 詞が 一つ の範列 を形成 す る こ とにな る:












 Belic(1909:239)で は, gresti-greden(PRES.ISG.)につ いて"donesti-donesen,
plest-pletenの タイ プの 動詞 に所 属 す るが短 縮 形 のgren, gresの み が使 用 され る"と
述 べて い る。Hraste, Ramm, Guberina(1956:160)で はgrien, grieduをidem,1Cl-ー の
意味 と して 掲載 して い る。hoditi, itiに 関 して は記 載が ない。 またMogus(2002)で は
GRESTIに は不 定詞 はな く,現 在形 がgren, gresの 形で用 い られ,範 列 を埋 め るの は
不定詞1C(ﾘ1C1),完 了分 詞i認, islaで あ るとされ る。そ してkodit(=hoditi)で は命
令形 のみ(odi, odimo)が 用 い られ る。すなわ ちPvigusの 記述 で は次 のく表7>の よう










 上記のCDLの 記述 と比べると不定詞の部分でhoditiとi6が 入れ替わったパター ン
を示 している。
 Kakbeek(450)で はgre-系 列 の現 在形(gren, gres, gre, gremo, grete, gredo)が 示
され,人 の移 動 の ほか,物 事 の進 行,事 物 の状態変 化 な ど(mlijeko gre vanミ ル クが
吹 き こぼれ て い る;sve gre va koristす べ てが役 に立 つ)を 表 す例 が挙 げ られ て い る。
またhoditiも"go, walk"の 意味でhodin, hodis, hodi, hodeの よ うに現 在形 で用 い ら
れ,命 令 形 はhomo, hote,完 了1一分詞形 はhodil, hodiloと なる(kad je hodi otac父 が
来 る とき は)。Lukezic(140)は1876年にBalkar出 身のMikulicicが 書 き残 したテ クス
トの 中か ら命令 形homQ(1PL), hote(2PL)を 挙 げて いる。 またHoutzagers(252)で
はhoditに 現在 形hodirr bodis,完 了分詞hodil,命 令 形. hom, hot, hote, homoを 示
し,hoditiが 「行 く」 の意味で用 い られ て いる ことを示 して いる。
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1.6―2.書 か れた チ ャ方 言 テ クス ト。
 ダルマチアの都市(リ エカ,ス プi}ト など)で 発行されている紙メディア(Feral Tri-
bune, Novi List, G工as Istreな ど)は しばしばチャ方言で書かれた記事 を掲載 している。
これ らは書かれた言葉で しかも新聞紙上 というレジスターであることか ら,そ こに現
れる方言は"規 格化"さ れた,"チ ャ方言文章語"の ようなものであるといえる。 しかし
SBCと は異なるチ ャ方言 の共時的状態を反映する資料 とみなす ことができる。特にリ
エカのNovi List誌20は,地 元の"チ ャ方言作家"の コラムをはじめ常時豊富な方言記
事 を提供 している。この 日刊紙のチャ方言記事を同じ紙面 の標準クロアチア語で書か
れた記事 と比較すると,兤iの 現在形であるide一形の出現は標準語で書かれた記事にお
いてもっぱ ら見られ,方 言記事ではGRESTIの 現在形が使用されている。一方過去形
(完了1一分詞)で は標準語記事でも方言記事でもITIのi一 分詞形が用い られ るが,方 言記
事での形態は標準語 と異な り`sal, sla, SIOで ある。 したがってこの新 聞の方言記事では
不定詞ITI～ 現在形GRESTI(gren, gres)～ 過去形ITI(sal. sla, S10)と いう形でこれ
らの動詞が補完的に用いられてお り,上 記の記述概究の中ではMogusに よるSenj方
言の場合と同じタイプを示 しているといえる。
以 下 にNovi List紙 の記事 か らの用例 をい くつ か示 す。
°GRESTI
1C1の現在時制として使用される。次の例は〈過程〉(PRC)を 表す場合である:
ki kilometar gredu prebrzo, a onda je vrag zel salu i spraznil takuJin.
1キ ロ で も 速 度 超 過 し て 亘 ≦.人 は,ま じ め な 話,(高 額 の 罰 金 で)カ ラ ッ 欠 に さ れ
て しま う。
 これは1.3.1の 最初の例 と同じように,起 点も着点も示されない用法だが,文 脈を参
照すると,交 通違反の罰金についてのエッセイの一節で運転手が車 を運転する状況につ
いて語 られていることがわ かる。 したがってgreduが 表すのはく過程〉である。同時
にまた,GRESTIが 徒歩に限らず乗車などの手段 による移動 にも用いられる ことも示
している。
次は着点の表示 によって〈達成〉の意味が明示される場合である:
kad gres na skijanje(G)騏tis se kot nekakov tezac匤a al tovarni konjina.
20http:i/www.novilist.hr/
GRESTI, ITI, HODITI75
スキーに行 く ときは,ま るで どこかの荷役か荷馬になった気分 になるでしょう。
次の例 ではITの 起点と着点が表 され全体 としてく達成〉が表 される:
Zvelikoga grada Zagreba(S)jos vavik greste va drugi veli grad.(G)
大都 会 で あるザ グ レブか ら また して も別 の 大 きな町 に行 かれ る わ けで すが 。
gre一形 はSBCのiciと 同 じよ うに往復移 動 を表す こともでき る:
 aposebe onisten ki gredu prei put va skolu rada bin pozelet cuda lepega
 idobrega...
 特 に初 めて 学校 にあが る こど もた ちに,す ば らしい ことが た くさん ある よ うお祈
 りし ます よ。
 この例ではprvi put「 初めて」という副詞があるが,こ れは 「学校に行 く(=通 う)
のが初めて」という意味であり,反 復移動の開始をあ らわす副詞と解釈される。
・ITI
ITIはGRESTIと 補完的に分布 し,過 去時制で用いられる:
Itako j'papa s疝 tamo karro gredu si kad umru
そ れ で パ パ も 人 が 死 に 近 づ く と き に 行 く と こ ろ に 行 っ た ん だ 。
1938.leta sli su va Sarajevo.
1938年 に か れ ら は サ ラ エ ヴ ォ に 行 っ た(=引 っ 越 し た)。
・HODITI
1.2.で すで に明 らか に したよ うに,SBCに お いてHODITIは か な り使用 頻 度の低 い
語彙である。事実,現 代SBCの さまざまなテクス トの中で,あ るいはSBC話 者の標準
語 を聞いていて,RODITIに 出会うことはそう多 くな い。一方,チ ャ方言テクス トを
読んでいると,シ ト方言テクス トの場合よ りHODITIに 出会 うことが多いという印象
を受ける。そ こでチ ャ方言のHODITIの 使用頻度 に関してある程度の感触 を得るため
に,Novi List誌 のサイ トから検索を試みた。1―完了分詞のすべての形 を検索対象をと
した結果HODITIの1一 分詞形は27例(標 準語記事の例は含まれない), また同じ検索
範囲でITIの1― 分詞(チ ャ方言形のsal, sla,営lo,811, sle)は107例 であった。 この比率
はおよそ1;025,す なわち4対1で,シ ト方言におけるHODITIの 使用比率に比べは
るかに高 く,先 に見たSLあ るいはロシア語などの数値 と近い。 このことを先 の記述研
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究の内容 と照らし合わせると,チ ャ方言ではHODITIはf分 活力のある語彙であるこ
とが予想される。このことを念頭にHODITIの 用例を見て行 く:
まず,次 の ように移動 場所(L)が 表 され る場合 には,動 態的状 態 の意味が 明確 にな るl
 sjor Predrag Raos, poznati hrvacki knjizevnik, hodil je po zagrebackon Dolcu(L}
 izkrojackin metron merfil banane.
 著名 な文 学者 で あ るプ レドラグ ・ラヨス氏 は ザ グ レブ の ドラ ッツ を歩 き 回 り,服
飾職 人 の メジ ャーで バナナ の大 きさ を測 った。
 ここでは前置詞句po Dolcu「 ドラッッ中をJに よって方向性を持たない移動の範囲
が明示 され,全 体 としてITの ない動態的状態の表現 とな る。
 次の例には1一分詞による過去形 と現在1人 称複数hodimoが 含 まれ,ど ち らの形も
「学校に通 う1の 意味を表す:
Hodil san va treci al cetrti razred(G)osnovne ka,d je na`s ucitel I.L. doznal da
moj kujin i ja po skrivet hodimo na vjeronauk(G).
私 が 小 学 校3年 か4年 の ク ラ ス に 通 っ て い た 頃,私 と 従 兄 弟 が こ っ そ り 神 学 校 に 通
っ て い る こ と に 担 任 のI.L.先 生 が 気 が つ き ま し て ね 。
 実際の用例 においては,HODITIは 往復移動や不定方向への移動に用いられる場合
が大部分である21。 しか し次の例のように定方向への移動と解釈される例 もある:
Hodila je za njin se va dubje
彼 女 は彼 の後 につ いて ます ます(川 の)深 いと ころ へ と 歩 い て行 った 。
 ここは移動者(女 性)が 男友達 に手を引かれて川の中に入って行 く話の一節で,不 定
方向の移動 とは言いがたい状況である。用例からみる範囲でNovi List紙 のチャ方言の
hoditiは シト方言のhoditiよ りは不定方向の移動の意味をより積極的に表す ように見
えるが,同 時にsBcのhoditiと 同じように, ITI/GREsTIと 競合する状況で用い ら
れればそれはまず 「徒歩」という様態動詞としてであ り,こ のとき方向性の有無 という
特徴は非関与的になる とい うことになろう。
1.6.3. 現代 チ ャ方 言 とSBC,ま とめ。
 21チ ャ方 言話 者 の語 感 で も 「通 う1な どの場合 に主 に用 いる とい う(私 信 〉。 ただ し命 令 形"(h)odi!"は
「(こち らに)来 い!」 のよ う に用 い られ,"定""不 定"と い う使 いわ け の意識 は 希薄 で ある よ うに見 うけ ら
れ る。
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 チャ方言 とシト方言(SBC)を 共時的に比較すると,語 彙項 目の分布としてチャ方言は
OCS以 来の伝統であるGRESTI, ITI, HODITIの3動 詞が競合する体系を保ち,書 か
れたチ ャ方言テクス トではGRESTIはITIの 現在時制の形態としてide一形に代わって
使用される。これに対 して シト方言ではGRESTIは 失われ,代 わって新たに発生 した
hodatiと いう動詞が加わってITI, hoditi/hodatiと いう体系が成立 している。 しか し
どち らの言語で も移動の方向性を語彙意味に含意するような動詞はな く,ITI/GRESTI
が移動全般 について用いることのできる汎用動詞であるのに対 して,HODITI/hodati
は 「歩行」という様態を表示する有標の動詞として用いられるということになる。
2通 時 態 。
2.0.  問 題,点 。
 1章 で 明 らか に した 分布 を通 時 的観 点 か ら見 る と,(1)古 い南 ス ラヴ語 でGRESTI,
ITI, RODITIが 表 してい た移 動 は どの よ うな もの であ ったのか,(2)シ ト方 言,カ イ
方言 で は どの よ うなプ ロセ スでGRESTIが 消 失 し,ま たRODITIの 使 用が 狭 まって
行 った のか,と いっ た ことが 問題 と して浮上 して くる。 また これ らを さ らに発 展 させれ
ば,接 頭辞 によ る動詞 派生 の体 系 の中で これ らの動詞 が どのよ うな価 値 を持 っていたか
とい う重 要 な課題 が あ る。た とえ ば,Meinetが 指摘 した よ うに22,ス ラヴ語 で はほ と
ん どの非派 生動 詞 に接頭 辞 を付加 して 派生動詞が 形成 され るの に,な ぜGRESTIに は
そ のよ うな接頭 辞付 き派 生動詞 がない のか。 またITI, RODITIな どの移 動動詞 は接頭
辞 を付 加す る ことで ス ラヴ語 固有 の体 の体 系に組 み込 まれ るが,現 代 のSBCで はITI
に接頭 辞 を付加 した派 生動?0tlCI, doei, SILIな どに対 して体 のペ ア を組 むの は,も と
もと不 定動 詞 として組 にな るはず のHODITIか ら派 生 したothoditi, dohoditiな どで
はな く,1a、ziti「 這 う」 か ら派生 したodlaziti, dolaziti, silazitiな どであ る。 どのよ う
な変遷 を経て こう した体 系に至 ったのか23。 そ う した 問題 へ の取 り組み の端 緒 と して,
本稿 では まず(1)の 悶題 に焦点 をあて,古 チ ャ方言 にお いて これ らの語彙 が どのよ うに
用 い られて いた か を文献 の用例 か ら検 討 し,現 代チ ャ方言 との連続 性 と違 いを明 らか に
す る。
22注1を 参 照。
23Svalle(144)はhoditiから接頭 辞付 加 によ ってITIと 対 にな る不 完 了体 動詞 が派 生 され る仕 組 み は
チ ャ方言お よ び一部 の シ ト方 言で は今 日も有 効 だが大部 分の シ ト方 言で この造 語 法 は新 た に生 じたlazitiか
らの 派生 に置 き換 え られ た と し,14世 紀 にはす で に この派生 パター ンが優勢 にな って いた と指 摘 して いる。
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2.1。 辞 書 類 。
 チ ャ方言 の最 も古 い活字印刷 され た 「辞書」で あるFaust Vrancicの 『五言 語辞典Dictio-
narium quinque nobilissimarum Euroopae linguarumd(1595)で はgredem(GRESTI
の現在1人 称 単数)は ラテ ン語eo,イ タ リア語vadQ,ド イツ語geiin(gehen),ハ ンガ
リー 語meegyeek(megyek)に対応 す る語 と して挙 げ られ,ま たITIは 不 定詞ltlが
perfugere, andare, hingehn, menten/menniと,またHODITIは 不 定詞hoditiが
ambulare, caminare(camminare),gehn, yarny(j acni)と 対応 して挙 げ られて いる。他
の動詞 が不 定詞 形で示 され てい るのに対 してGRESTIが1人 称現 在形 で挙 げ られ てい
るこ とは,こ の動 詞が もっぱ ら現在形 で用い られ たか,あ るい は少な くとも著 者が そ う
考 えて いた こ とを推 測 させ るが,こ れ はOCSの 伝統 か ら現在 のチ ャ方言 に至 るまでの
GRESTIの 用 法 の実 際 と合致す ると いえるだ ろ う。 この点 を除 くとGRESTIとITI
は 「行 く」 の意 味 で ほぼ 同義で ある。 ただ しラテ ン語や ドイ ツ語 の対応 か らはITIに
咄 か け る,去 る」 の意 味 を与えて いた とも考 え られる。 またHODITIはcamminare,
jarniな どの対 訳 と対 応 して いる ことか ら 「歩 く」 とい う意味 を与 えて い た こと も推測
され る。
 Vrancicと ほ ぼ同時代 人で,チ ャ方言使用地 域で あるパー グ の出身で あ りな が らシ ト
方 言 を文 章 語 のモ デル と して志 向 したBartol Kasicの 『ク ロアチ ア イー タ リア語 辞書
Razlika Skladnj a Slovinska(Hrvatsko/talijanski rjecnik)』(1599)で もGRESTIは
1人 称単 数gredem, gremで 掲載 され,イ タリア語 の対 訳はvengo「 来 る」であ る。 また
ITIは 同 じ く1人 称単 数idelnで 挙 げ られ,対 訳 はvado「 行 く」 となって いる 。 vengo,
vadoを そ れぞ れ訳語 としてgrem, idemに あてた意 図が どのよ うな もの であ ったのか,
言 い換 えれ ば,「 行 く」 とf来 る」 のよ うな視 点 によ る反 意語 の区別 を持 たな い この言
語 にお いて,Kasicがgrem, idemの 違 いを語彙 的意 味の違 いと して と らえ て いたか
ど うか につ いては,さ らに彼 のそ の他 の著作 を検 討 しな けれ ばな らな い。HODITIは
項 目に採 用 され て いな い。
2.2. グル シ コヴィ ッチ 断片(Grskovicev odlomak疔ela Apostola(GA))
 OCSの 伝統を継承 し,若 干のチャ方言要素を含むクロアチア教会スラヴ語最古のグ
ラゴール文献 とされる 『グルシコヴィッチ使徒行実断片』24で はGRESTI, ITIは それ
ぞれ次のように用 いられている:




(1)da greduscu  petru pon黌t麩'os麩it'etera:ih'[5.15]
  APP.dat. dat.
ペ テ ロが 歩 いて 行 く とき にそ の影 がかれ らの誰 か に あた る よ うに と
(2)amuzi  gredusci s'nim'sto麌u dive`sce se[9.7]
PL_nom   APP.PL.nom,
彼 とと もに 歩 んで いた 男 たち は驚 いて立 って いた。
 (1)(2)と もに能動現在分詞形で,前 者は絶対与格構文中の用法,後 者は連体修飾形
である。 どち らも徒歩での移動であることは明 らかだが,所 与の文だけでは移動の定方
向性 につ いては何 も積極的には示されず,D-STATEと もPRCと も解釈可能である。
しかしそれぞれの文脈 を見ると,(1)は 「ペテロが通るときにそ の影 にふれるようにと,
病の人々を通 りに運び出した」という状況であり,(2)は サウルがダマスカスへ向か う
途中に神が顕れる場面である。つまりどち らも,移 動者が不定方 向に進んでいたという
解釈 を排除する状況であ り,GAに み られるGRESTIは 定方向の移動を表 していると
いうことになる。
・ITI
用例 は3例 で,う ち1例 が未完 了過去3人 称単数 形,残 り2例 は命 令 形で ある:
 (3)絜e vid麋a k tomu kazenik:id黝e   v' put'svoi radue se[8.39]
                IMPF.3SG. PREP acc.
そ して宦官 は彼 をその後 見 る ことはな く,喜 び つつ道 を 進 ん で行 った 。
(4)n'v'stav'idi    v'  grad'  [9.6]
    IMPR PREP acc.
立 っ て,町 へ 行 き な さ い 。
(5)rece k nemu g(ospod), idi:麑o s,sud'izbran,i mi est,  [9ユ5]
           IMPR.
  主は彼に仰せになった,行 きなさい,彼 は私に選ばれた器な のです。
(3)は ピリポが宦官 に洗礼を授け,そ の後宦官が(馬 車 に乗って)旅 を続けたという
場面[8.39]で あ る25。 したが って ここで のitiはLL徒 歩 で"の 移 動 で はな い。 ま た事象
25ギ リ シ ャ 語?ope鋹てo(IMPR3SG . to travel, go)に 対 応 す る 。
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タイプとしては 「先へ進んだ,行 った」というく始動〉の意味で用い られていると解釈
できる。(4)(5)は 命令形で,前 者は着点を明示したく達成〉,後 者はく始動〉,ど ちら
も定方向の移動 を表 している。
2.3.ヴ ァチ カ ンのク ロアチ ア 祈祷 書(Vatikanski hrvatski molitvenik(VHM))
 チャ方言で書かれた教会文献か ら 『ヴァチカンのクロアチア祈祷書(VHM)dを 取 り
上げる。vxMは1400年 頃にドゥプロヴニク付近で作 られた とされる祈祷書で,チ ャ
方言で書かれた祈祷書(molitvenik)と しては現存する最古 のものである26。 テクス ト
な らびにデータはFancev(1934),K?ig(1972)に よる。
この文 献 で の GRESTI, ITI, HODITIの 全用 例 は〈表8>の とお りで ある:
























 一覧表か ら明 らかなようにGRESTI, ITIは 分詞 を除 くと,現 在時制のみで使用さ
れ,RODITIは 分詞を除 くすべての形式で用いられている。以下 に該当の語形 を含む
箇所を挙げる。
°GRESTI
現在形が2例,現 在分詞(限 定辞)が3タ イプ計4例 ある。現在形は下 の(1)(2)で
 26現 在 ヴ ァチ カ ン図書 館 に保存 されて い るため に この通 称 で呼 ばれ,よ り古 い時 代 の翻訳 テ クス ト(複 数)
の写 しで あ る と考 え られ るが,そ の翻 訳 には古 い教会 ス ラヴ語 の痕 跡が 見 られ る ことか らラテ ン語か ら直接
翻訳 され た もの で はな く,さ らに古 い時代 の教会 ス ラヴ語 訳か らの 写 しで ある と見 られ て いる。 ラテ ン文 字
で記 されて いる が,グ ラ ゴー ル 文字 および キ リル 文字 の筆致 を伺 わ せ る特微 が見 られ る。 言語 は 土着 のチ ャ




(1)itada rekoh ovo:gredu.     (Psalms,40-8)(Fancev:59-16)
そ の と き 私 は 言 っ た:私 は 行 く,と 。
(2)sva koja da meni otat k meni(G)grede   (Fancev:50-17)27
父が私 に下 さるす べて の ものが 私 の方 にや って くる。
・ITI
現在形2タ イプ,3人 称単数形 と1人 称複数形が用 いられている:
(3)pravda Arid njim ide(Psalms,84-14)(Fancev:19-12)
真 実 は 彼 の 前 を 行 き
(4)Ovi gospod ide i svi sved njegovi s nim.(Fancev:31-16)
主 は お 行 き に な り,彼 の 聖 人 た ち も み な 彼 と と も に 行 か れ る 。
(5)vdom gospodanj(G)idemo  (Psalms,121-1)(Fancev:21-7,26-5)
 主 の 御 家 に 行 こ う 。
・RODITI
唯一 の不定詞 はimamの 補語 と して用 い られて いる:
(6)daj nam poznati put pocom(P)imam hoditi(Ps lms,142-8)(Fancev:41-
17>
わ れ ら に 歩 ん で 行 く べ き 道 を お 示 し く だ さ い 。
 HODITIの 現在 形 は3タ イ プ4例,(7)(8)は1人 称 単数,(9)は2人 称 単 数,(10)
は3人 称複 数で あ る:
(7}ipriklonjen v縱dan hoj u s zalostan   (Psalms,37-7)(Fancev:37-18}
身 を 屈 め 一 日 中 嘆 き な が ら さ ま よ っ て い ま す 。
(8)Iere ako hoju posried sieni smartne(LOC)ne boju se zla.(Psaims,22-4)
 (Fanvev:55-24)
た とえ死 の影 のた だ中 を行 こう とも悪 を恐 れは しませ ん。
(9)nauciti ho騏 tebe na put oviem kim(P)hodis(Psalm,31-8)(Fancev:37-4)
あな たに行 くべ き道 を教 えて あげ よう。
27Fancevに 対 応 の ラ テ ン 語 と してomve quid dat mihi pater ad me veniet.と あ る 。
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(10)Blazeni svaki boieci se gospoda koi hode puti njegovim(P)
                     (Psalms,127-1)(Fancev:24―12)
  主を恐れ彼の道を行 くものは幸 いなる者たちである
単純過去形は2例,1人 称単数アオリス トと3人 称複数未完了過去である:
(11)Ni hodih u velicieh ni udivnnih svarhu mene(Psalms,130-1)(Fanvec:29-
1s)
私 を 超 え る 大 き な も の,驚 く べ き も の に 私 は 加 わ り ま せ ん で し た 。
(12)ipod iamstvom hojahu svaki dan   (Psalms,37-13)(Fancev:38-2)
 (か れ ら は)脅 し と と も に 毎 日 や っ て き て
 また命令 形 と思 われ る形hodiが2度 続 けて用 い られて いるが,該 当す る詩 編 の箇所
(Psalms,39―16)(Fancev:60-1)では 「す ば らしい!す ば らしい1」 とい う呼 び声 に あ
たる ので,こ こで は考奈 対 象か らはずす。










































 GRESTI, ITIは すべての場合において定方 向の移動と解釈できる。一方HODITI
の7例 の うち4例 は 「道を行 く」の意味であり〈過程〉と解釈可能だが,(7)のhoju
は動態的状態を表すものである。また(11)は 文字通 りの移動 というよ りは 「後を追 うJ
「仲間に加わ る」の意味で,後 を追う対象が複数であることか ら定方向の移動ではない
と解釈 した。(12)は 過去の移動反復であり,こ のテクス トでITIが+ITの 意味を表す
と考えるとその体系的対立 からHODITIを 用いた反復は非終結性の動態的状態のタイ
プと考えるのが妥当と思われる。 このようにまとめると,VHMで はGRESTI, ITIは
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明示的に,あ るいは文脈上理解できる形で定方向の移動を表 し,HOOITIは 不定方向
の移動,あ るいはく過程〉の意味として解釈可能な移動 を表すということになる。
2.4. イス トラ境界 区分(lstarski razvod[IRD
 『イス トラ 境界区分』はテ クス トに1315年 という年が記載されたグラゴール文宇に
よる実用文書で,16世 紀 の写本が残 されている。若干の教会スラヴ語要素の混入が見
られるものの,14-16世 紀頃のイス トラ半島中南部のチ ャ方言で書かれていると考えら
れる28。 テ クス トはBratulic(1992)に よる。 このテクス トでは問題 の3つ の動詞は〈
表10>の ように使用されている:
















 どの動詞も不定詞の用例はなく,現 在形と能動現在分詞 はGRESTIの み,ま た完了
1―分詞はRODITIの みで, GRESTT, ITIはI単 純過去時制 で競合す る。
°GRESTI
 現在形 は3人 称単数greと 複数greduの み,そ のうち単数形のgre10例 の うち9例
がr道 」を主語 として 「道が続 く」の意味,1例 は 「罰金が領主の側 に渡るJの 意味で,
人の移動 を表す用法はな い。3人 称複数greduは 「人々が来る(よ うに)」 という移動
を表 して いる:
(1)Ig(ospo)d(i)n markez zapovida komunrx z OprtEa d麗beru 3 mu2a s貳m
 po razvodeh da gredu
伯爵 様は オプル タ リの コムー ンに,男 を3名 選びかれ らが境界 区分 に～緒 に 塞 る
 よ う にと命 じられた 。
単純過去形のgredehu(3PL.)で はITの 部分を明示する要素はないが 「先へと進み」
28工starski razvodの 詳 細 に つ い て は 三 谷(2003)を 参 照。
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という表現か ら定方 向の移動であると解釈できる:
(2)sudac Valtar i Karlan i Zulijan i Brnardo gredehu napred
判 事 の ヴ ァ ル タ ー,カ ル ラ ン,ジ ュ リ ア ン,ブ ル ナ ル ドが 先 へ 進 み
・ITI
ITIは アオ リス ト3人 称 単数ideと 複数ido善eが 用 い られ て い る。 ideは2例 で どち
らも着点 を め ざす移 動 で あ る:
  (3)Itako komun bul灣ki ide veselo domou(G)
か く して プー ラの コムー ンは喜 んで 家路 につ いた 。
(4)ag(ospo)d(i)n markez ide(…)kveceri v Labin(G)
伯 爵 様 は(…)夕 方 にな って ラ ビンへ行 かれ た。
 最も用例の多 いのはidoseで101例 あ り,い ずれも定方向性を示す要素である起点,
経路,着 点のいずれかあるいはそれ らの組み合わせ とともに用 いられている:
①起 点 を表示 した始 動
 (5)Od tu(S)ido'se naprid starci i behu zbrani od vseh teh komuni
  そ こか ら 古 老た ち,ま た これ らの コム ー ンか ら選 ばれ た人 々が先 へ進 んだ。
②経 路 を示 した過程
 (6)Itako vsa gospoda idose po stareh zlamen礼h(P)kako se v listu udr°zas'e.
  か く して 領主 樣方 は文書 で示 されて いる よ うに 古 い標 識 にそ って進 まれ た。
 実際には経路のみが示 される上のような例は少なく,多 くの場合着点がそ の後 に並
列的に示 される:
(7)Itako ravno idose po stareh zlamen礼h(P), i pridose v Dragu slivsku(G)
か く し て ま っ す ぐ 古 い 標 識 に そ っ て 遣 ま れ,ス リ ヴ ァ の ド ラ ガ に 到 着 さ れ た 。
③ 着 点 を 示 し た 達 成
 (8)Itako vsi ti kornuni idose veselo domou(G)
  か く し て こ れ ら の コ ム ー ン の 人 々 は み な,喜 ん で 家 路 に つ い た 。
 (9)Ag(ospo)d(i)n k ez i gospoda i zl疸om pasnici 8, vsaki niih z dvanajste
  slugami na koniih, a z 12 peseh, i dezelani idose v Pazin(G).
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公 と8名 の金帯の領主樣方,そ れぞれ12名 の騎馬従者 と12名 の徒歩従者,そ
して土地の者たちは パジンに行かれた。
④起 点 と着点 を含 む 到達
 (10)Od tu(S)idose na malin mrceneski(G).
  そ こか らムル チ ェネ ッツ の水 車へ行 かれた 。
⑤ 経路 と着 点 を含 む到達
 (--)Itako ravno idose po zlamencah(P)na Zmisjev dol(G).
  か くして ま っす ぐ 標識 にそ って ズ ミヤ ドー ルへ行 かれ た。
⑥ 起 点,経 路,着 点 を 含 む 到 達
 (12)Od tu(S)idose po stareh zlamencah(P)ravno n  mnel veliki(G), i tu
najdose krizem cavli zabi福ne
そ こか ら古 い標識 にそ って まっす ぐ 大きな 水車 へ と 進 み,そ こで十 字型 に打
ち込 まれた 鉄 を見 つ けた。
・xoDZTz
IRで は一 例 のみ,完 了1一分詞 形が用 い られて い る:
(13)irekose da福su n靖h stare靖 tu, na te term?i ve馥 krat hodili
そ し て 確 か に か れ ら の 親 た ち も お りrそ の 境 界 へ 幾 度 も 行 っ た 」 と語 っ た 。
 古チ ャ方言における完 了形の使用 には話法の問題が関係 していると考えられる29が,
ここでHODITIが 使用されていることをvece krat「 幾度 も」 という副詞 との共起 と
関連づけて考えれば,こ のテクス トにおいてはITI, GRESTIが 一定方向への進行を表
し,HODITIは 往復 あるいは多回的な移動を表す という使い分けがあったという可能
性も考え られる。
2。5. トゥ ンダ イル の幻 視(Dundo正ovo vidjenje[DVD
 Pト ゥンダイル の幻 視』は 中世 キ リス ト教 ヨー ロ ッパ 世界 に流 布 したr幻 視 もの』の
一つ で ある。 ク ロアチ ア,チ ャ方 言のテ クス トは14～15世 紀 に翻 訳 テ クス トと して成
立 した と考 え られ,グ ラゴール文 字で書かれた 『ペ トリス達集Petrisov zbornik』 に含
29こ れ に ついて は 三谷(2003a)で 論 じた。
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まれ てい る。 本稿 のテ クス トはStefanie(200-220)に よ る。 このテ クス トで用 い られて
いる三っ の動詞 の時制 形 の分布 は次 の〈表11>の とお りで あ る:



















 ここで もIRと 同 じよ うに,完 了1一分詞で は 且ODITIの みが使用 され, GRESTI, ITI
は現在 時制 な らび に過去 時 制で用 い られ ている 。能 動 分詞 で はgresti, hoditi, itiは 競
合 してい る。
・GRESTI
現在形は以下 に示すように1人 称単数(1)と2人 称単数(2)が1例 ずつである=
(1)ovo jure grem k vratom(G)v鹹ne smrti.
これ は もはや 永 久 の死 の扉 に 私 は 向か ってい るの だ。
(2)zac sada ne gres na preljubod黌tvo(G)
今 は な ぜ,不 貞 の 道 に 赴 か な い の か 。
 過去形 は3例 だが,そ の うちgredise, grede`seは 「炎 が 出て いた」 とい う状 況 を表 す
のに用 い られ,人 の移動 は次 の1例 の みである:
(3)onih dus ke gred麌u po tom vuskom mostu(P)
その 狭い橋を通って行く 者たちを
・ITI
現在 形 は1人 称双 数 が1例 「ど こへ」 と着点 を尋ね る疑 問文 で用 い られ てい る:
 (4}Kamo(G)jure idena, o moj slatki gospodine?
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私たちは どこへ行 く のですが,わ が愛 しき ご主人様?
 過去形 で は,idese(未 完 了過去3人 称単数)3例 の うち2例 はgrediseと 同 じ く 「炎 」
「煙Jが 出て いた状況 を表 し,1例 が次 の(5)でhoditiの 未 完了過去 双数 形 と等位 的 に
用 い られ る:
(5)aniel naprid idese i hodista mnogo vr麥e po tom zalom i tamnom puti
天 使 が 先 を 行 き 二 人 は そ の 長 い 邪 悪 の 暗 い 道 を 歩 い て 行 っ た 。
 3人 称双数 のidehotaはpo+前 置格,複 数idehodaはprek+Gとい う空 間 の表現 と
と もに用 い られ る:
(6)kada id麌ota po tamnicah i po velikoj suhot?P)
かれ ら二 人 が暗 闇 と大 いな る皐魃 のただ 中を行 くと
(7)duse one ke pr麑 te gore(F)id麌u.
そ の 山 を 越 え て 行 く 者 た ち の 魂 を
・RODITI
過去 時制 は2例 で,1例 は上 記の(5)に あるide§eの 後続部 分 に用 い られて い る。 も
う一つ の例 は3人 称単 数未 完 了過去形 で用 い られ る:
  (8)paki oholo v zlat麒vsrebr麌oja`se
   傲慢 に金銀 を身 にっ けて暮 らして いた。
xoDZTzはIRと 同 じ くここで1例 のみ 工一完 了形で用 い られて い る:
 (9)ja jesam vazda pol咜ebe hodil i kamo si se koli ti obrnul
  私 は いつ も あな たが どこに 赴 こう とあなた の傍 らを歩 いて いた。
能 動 分 詞 は 男 性 単 数 主 格 形 の 用 例 が あ る:
 (10}zac sada negres'na preljubod麕stvo i ne ljubod麕ec hodeci v tvojej velikoj
gizd?
なぜ今 は不義の道 を行 こうとはせずおまえのき きらびやかな宝石を まとって 不
義を働かな いのか。
 以上 を ま とめる と(1)(7)のGRESTI, ITIの 例 は いずれ もITの 部 分 の表 示 を伴 っ
た定 方 向へ の移 動 を表 して いる と解 釈で き る。(5)のnaprid ideseは,こ れ だけで は
88 三谷 惠子
ITを 含む移動かどうか不明瞭だが,後 続する文脈によって定方向への移動であること
が明 らかにされ る。 また(6)も この文単独では方向を特定 しない移動 という解釈が排
除されないが,こ こは天使 に導かれて主人公があの世を旅す るという 物語の内容に参
照することで,動 態的状態ではなく<過 程〉であるというの解釈が優先される。 これ
に対 してHODITIの(8)(10)は 先のVHMの(7)と 同じように文字通 りの空問的移動
というよりは移動者 の状態(こ こでは金銀を身につけて暮 らす)を 表 してお り,動 態的
状態 の表現 と見 ることができる。また完 了形のhodilは 移動その ものを焦点化 し,方
向性については何も表明していないが,「 あなたが どこへ赴こうとも」 という表現 と共
起していることか ら不定方向の意味と解釈できる。 したがってDVに おけるGRESTI,
ITI, HODITIの 時制形の意味特性 をまとめると下の〈表12>の ようにな り,こ こで
もGRESTI, ITIに おいては基本的にITの どこかの部分を含 む定方向の移動が意図さ
れてお り,RODITIに おいては文脈か ら解釈できる定方向の移動を表す場合もあるが,
不定方向の移動 を表す塲合に用いられるという傾向を見 ることができる:



























2―6.以 上 に検討 した古 チ ャ方 言テ クス トか らGRESTI, ITI, HODITIに つ いて ま
とめる と次 のよ うな ことが指 摘 でき る:
(1)GRESTI, ITIは 基本的に定方向の移動を表す状況で用いられる。 HODTTTは 方向
を定めない移動(VHM(7)(11), DV((8)(10))や 反復移動(VHM(12), IR(14))を あ ら
わすとともに,「徒歩で行 く」C進む」のように移動の様態あるいは歩行移動 という行為
そのものに焦点がある場合 に用い られる(VHM(8)(9)(10), DV(5))。
(2)様 態 に関 してはHODITIが 「徒歩」であるのに対し, ITIは 徒歩 でない移動にも用
いられ る。これはGA(3)で すで に示されてお り,ま たIR(4)も,伯 爵は騎馬で この境
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界区分 に立ち会っている ことが別の文脈で示されていることか ら 「徒歩で」移動 した と
は考えがたい例で ある。GRESTIは 本稿で扱う文献の範 囲では 「徒歩」の用例 しかな
いが,ITIの よ うに歩行以外の様態での移動の可能性にっいても保留 しておく必要があ
ると考 える。
(3)GRESTI, ITIは 現在形,単 純過去形,分 詞で使用されているが,完 了1一分詞の用例
はない。 これに対 してRODITIはVHMに 不定詞, IR, DVに 完了形の用法がある。
古チャ方言で書かれた中世文献の重要なテクス トで ある 『教父典Zica svetih otaca』
において もや はりITI, GRESTIは 現在形,単 純過去形,分 詞で使用 されIIODITIは
これ らの形態のほか不定詞と1―完了分詞の用例がある。特にITI, GRESTIに 完了分詞
の用例が見 られない ことは興味深 い。GRESTIはMeilletか らMareticに 至 る考察 に
鑑みると,も ともと1―分詞が存在 しない語彙であった可能性が強く示唆されるが,ITI
に用例がないことは,1-分 詞がなかったという理由に帰することはできないだろう。た




3。 お わ りに 。
 本稿ではスラヴ語の移動動詞GRESTI, ITI, HODITIの 南スラヴ語方言における共
時的分布 と通時的実態 について記述的に考察した。チャ方言では古チャ方言 の時代か
ら現代に至 るまで この3つ の動詞が一つの共時態 に存在しているが,古 チ ャ方言では
GRESTI, ITIは 同じ環境(現 在時制,単 純過去時制)に 出現 してお り,現 代チャ方言
のように一つの動詞の範列を補完するような関係ではなかった。しかし,こ の二つの動
詞の間にMeilletが 指摘 した"不 定"と"定"の 違いが根源的にあったとして も,古 チャ
方言においてはそれは失われてお り,ほ とんど同姜 になっていた と考えられる。その
ためにやがて現代チ ャ方言のように一つの語彙の範列要素とい う形に収束 して行 った
のだろう。一方HODITIは 古チャ方言 においては不定方向への移動の意味を表す傾向
が見 られ,そ の点でITI/GRESTIと 対立があったと推測される。この対立は,少 な く
とも香かれた現代チ ャ方言では若干残されているように見えるが,方 言によってはITI,
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U većini slavenskih jezika (zapadnih i istočnih) nalazi se glagolska opreka neo-
dređnog i određenog kretanja (kao što su npr. u ruskom: idti - khodit', ekhat'-
ezditl U suvremenom hrvatskom (također i u srpskom i bosanskom) književnom 
jeziku, međutim, nema te opreke, i glagol ići (u ovom će članku biti označen ITI kao 
leksema) upotrebljava se i za bilo kakvo kretanje (određeni i neodređeni smjer, jed-
nokratno i višekratno kretanje). U ovom je elanku obraćena pažnja na tri glagola 
kretanja GRESTI, ITI, HODITI (gr-esti, ići, hoditi li hrvatskom književnom jeziku) 
i njihovu morfološku i semantičku distribuciju na sinhroničnom i dijahroničnom 
aspektu. 
U prvom je dijelu članka posvećena pažnja na suvremeni štokavski, odnosno 
suvremeni hrvatski književni jezik i suvremene čakavske govore te se pokazuje da 
je u štokavskom govoru glagol GRESTI već postao marginalnim ili neaktivnim 
glagolom najkasnije u 19. stoljeću, dok se u čakavskim govorima on upotrebljava 
još i danas. Detaljno se opisuje kako se upotrebljavaju glagoli ITI i HODITI, i 
hodati, koji je izvedenica u štokavskom jeziku. Osnivajući se na Bachovoj klasi-
cikaciji glagolskih fraza (1986) i Dowtyevom pojmu "Incremental Theme" razlaže 
se kako glagoli ITI i HODITI izražavaju različite aspekte kretanja. 
U drugom se dijelu članka istražuje kako su navedeni tri glagola obilježeni mor-
fološki i semantički u staročakavskim tekstovima: izabrani su "Grškovićev odlo-
mak apastola" , "Vatikanski hrvatski molitvenik", "Istarski razvod", i "Dundolovo 
viđenje". Analizom tih tekstova nailazimo na sklonost da se glagoli GRESTI i 
ITI pojavljuju kad je riječ o kretanju određenog smjera, a glagol HODITI češće 
se pronalazi u situacijama, u kojima se izražava neodređeno kretanje. Treba i 
istaknuti da su GRESTI i ITI potvrđeni samo u oblicima sadašnjeg i prošlog vre-
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mena i participa prezenta aktivnog, dok za glagol HODITI potvrđeni su, osim 
vremenskih oblika sadašnjosti i prošlosti, infinitiv, imperative i oblik l-participa. 
Za zaključak moze se reći: opreka određenog kretanja i neodređenog kretanja, 
koja ne postoji u suvremenom štokavskom (književnom) jeziku i suvremenom 
čakavskim govorima, može se vidjeti u staročakavskim tekstovima. Nije isključena 
medđutim, Nmogućnost da se HODITI pojavljuje kad se radi o kretanju određenog 
smjera. U suvremeom književnom jeziku HODITI i hodati razlikuju se od ITI 
značenjem "kretati nogama" i tim se razlikovnim značenjem obilježno upotrebl-




The aim of this paper is twofold. First, I apply Bach's classification of verbal 
predicates (1986) and the framework of "Incremental Theme" , proposed by Dowty 
(1991), to the semantics of motion verbs in Štokavian (i.e. standard Serbian-
Bosnian-Croatian) and contemporary Čakavian dialects, and show that three ba-
sic verbs of motion, GRESTI, ITI, HODITI in these South Slavic dialects are 
used to express both directed and non-directed movement. Furthermore, I ex-
amine morphological and semantic distribution of the said three verbs in Old 
Čakavian Language. My research reveals that Old Čakavian texts show an ob-
servable tendency that ITI and GRESTI are used for directed movement, and the 
verb HODITI expresses non-directed movement. 
